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有限 Chevally群の標準的につくられたモジ\iota $\text{フ}-$表現がいかに既約表現に分

解するかという問題は永らく大問題であったが ‘ 1980年 G. Lusztig はそれ

に対するアフィンワイル群の Kazhdan-Lusztig 多項式を用いた公式を予想と

して提出した。更に、 $I989$ 年、 その予想を解決する Program を提案した。

それは図式的に次のように書ける。

アフィンワイル群の Kazhdan-Lusztig 多項式

$|(0)$

(アフインリー環の旗多様体の Schubert cells)

$|(1)$

アフインリー環の負レベルの表現

$|$ (2)

1の冠根における量子群の表現

$|(3)$

有限 Chevally群の表現

(0) の部分は Kazhdan-Lusztig により既に知られていた。

その後、 (1) の部分は Kashiwara, Tanisaki により、

(2) の部分は Kazhdan-Lusztig により、

(3) の部分は $Andersen- Jantzen$-Soergel

により証明された。

そこで、 1996年 1月 18日–20日にわたって、 これらの結果の解説を目的

とした研究集会を開いた。

(1) の部分は、谷崎俊之氏が、 (2) の部分は、松尾厚氏が、 (3) の部分は、兼

田正治氏が担当した。又、全体の解説を堀田良之氏にお願いした。又、丁度

来日中の W. Soergel氏にも関係する講演をお願いした。



奇しくも 1月 17日の早朝に阪神大地震がおこり、研究集会も遅れて始まっ
た。 このため出席できなかった方もたくさんおられたようです。 その方たち
のためにも、 この講究録が助けになれば幸です。

代表者 柏原正樹
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